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主主辺仁建
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会年9月208（土）～王子或9 日

タール
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8 展覧事業

報ろ号に記載した内容と概ね河口。

(3）事業化に！寄付ての譲り組み

9年度i立、常設展更新基本計画（案）をまとめた後、

開舘10暦年に当たる乎成立ギでの常設畏更新の実現を

めざし、次のような琉り組みを行った。

8博物語協議会ー資料収集委 E員会への説明

基本計画〈案）に対する外部有識者からの意見を飼

うため、博物館協議会（8月）及び資料収集委員会（9 

月）で説明する機会をもった。更新の基本方向につい

ては、基本的には賛同する意見が多く拝られた。

審基本計菌作或おための調査業務委託

基本計画（案） 基本的な考え方や畏示テーマを

文章や表でまとめただけで、露外へのアピールカは不

十分である。そこで、展示設計業者2社に委託して、

視点の整理、視覚に訴える函表の作成、展示更新費用

の穣算、作業工程計画等の諸資料の整備を行ヮ

争課繋

展示検討委員会の設置と運営、予算要求ー

工監理等についての経験を開〈ため、新装オーブン間

もない麗児島県遼史資料センター繋羽詰を視察した。

また、展示手法等の調査のための博物館視察も随時

っ？こーも

害事業化の状況

上記のような取り組みを重ね、必要な資｛＂↓を整えた

上で＼平成12年度の l）ニューアルオープンに向けて、

10年度に展示の基本設計 a 実施設討を行うため

要求を行った。しかし、散しい封致事情のもと、事業

化は認められなかった。

また、寵揺10暦年での常設展更新という案と平行し

て、学校週58制が完全実施さ

に合わせた常設展更新という案も模素したが、

方向性誌得られなかった。

ヰ厩 一関｛薬出鰻物

重覇金@I震記録器解説書

暴露1盟企麗震国議九百室の近世絵富一画壇をささえ

た鶴男絵蔀たちj

(29カラー

事藁2盟企直震解説書？吉野JIIO)自

7月訪日発行、 B5 (24カラー

、700部十友の

3圏企画農解説書「ネアン

ンヤJ，ン

ンデルタール人の援活j(A4判44ページ、全ペー

ジカラー）を400部買い車って、寄贈・交換用とし

て費用した（競売患は友の会が別途講入）。

璽英文震示案内IJーフレット

1998年3月20B発行、 A3変形朝団ツ折、 1,000部

現行の常設畏では、中テーマ解説パネルのタイトル

に英文タイトルが併記してあるほかは、外国語による

解説はない。それを補うため、英文の畏示案内1）ーフ

レットをつくった。

内容は、昨年度に作成した英文畏示解説書を簡略化

したもので、大テーマの英文概説および中テーマタイ

トjレの英文表記をまとめたものであるc



震覧事業ヨ

新常設差是 f霧島の畠然とくちしj援示テーマ一覧（案）

1 .盟国のなりたち

中テーマ

11 盟国最古の化石と岩

幻

海
し
／
」陸の

マ
一
頃
二
中

一
ア
一
件
山

小
一
生古

組自 繍考
シルル紀～デボン記。保存のよい外国
産化石も入れる。

ニク

12付加体の地質

一」一一
話事汁

り。屋根葦き道具。

n → ム／、

3, Ill 



10 震覧事業
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e 南九州の動植物栢の調査及び資料収集

．種子島の化石調査



那賀川河岸でのヒトボシ（木頭村和無回 1997.8 .17) 
那賀川上流域では8月14日の早朝、盆行事の一躍として
JI I原で火をたく。先握の霊を川から迎えるためという。
（課題調査 f水辺の生活と環境jより）

－水系の景観と環境の変化についての調査

(3）中世荘園の景観復元一櫛湖荘の調査一

中世社会に広汎に分布していた荘園は、支配の単位

であると同時に、民衆の日常生活や生産の舞台でも

あった。それゆえ、当時の人々の生活の様相を具体的

にとらえるためには、荘園の景観を把握することが重

要である。

しかしながら、中世の景観が今日に至るまで不変で

あることはありえないし、そこに人間の生活がある限

り、変化は無限に続くのである。そこで、中世的景観

の復元のためには、できるだけ変容の小さい段階に、

文献史料はもちろんのこと、現地に残された地名や石

造物、道、民俗慣行等のデータを集積し、遡及的に中

世の様相に接近する方法をとることになる。また同時

に、文献史学、考古学、地理学、民俗学等の諸科学の

成果と方法により補完し合うことも必要となる。

この課題調査では、とくに現在の小松島市櫛湖町付

近に所在した石清水八幡宮領櫛淵j荘を対象に、景観復

元のための基礎的データの集積を図りたいという考え

から計画したものである。この地域を選定した理由

は、高度経済成長期にも大きな開発の波を受けること

なく、今日に至っており、比較的古くからの景観を残

していると見られるものの、近年、圃場整備が進行し、

景観の変容が急速に進みつつある。そのため、中世荘

園につながる要素を抽出する作業が急務と判断したた

めである。

・調査メンバ一

博物館学芸員：長谷川賢二（歴史）・高島芳弘（考

古）・庄武憲子（民俗）

館外共同調査者：徳島中世史研究会（丸山幸彦・穂

島大学総合科学部教授；平井松午・徳島大学総合

調査研究事業 13

科学部助教授；大石雅章・鳴門教育大学助教授；

福家清司・徳島県教育委員会文化財課課長補佐；

石尾和仁・徳島県埋蔵文化財センター研究員；金

原祐樹・穂島県立文書館主事；須藤茂樹・穂島市

立徳島域博物館学芸員；松山隆博・徳島県立板野

高等学校教諭；本田昇・鳴門市教育委員会係長）、

梶木良夫（神戸女子大学文学部講師）、服部英雄

（九州大学大学院比較社会文化研究科教授）

・調査日程と概要

4月6日：櫛湖荘現地調査及び『櫛湖町史』執筆者

等との史料検討

5月27日：調査検討会（福家清司氏の報告「櫛測の

『免』地名群についてjと討議、調査方針につい

ての協議）

9月6日：調査検討会（梶木良夫氏の報告「荘園現

況調査の意義と方法」と討議）

9月7日：櫛淵荘現地調査

11月23日：県立文書館保管櫛滞地区関係資料調査及

ぴ櫛潟荘現地調査

11月28日：小松島市役所立江支所保管櫛測地区関係

資料調査及び櫛湖荘現地調査

12月6日：；櫛滞荘現地調査（水利関係聞き取り）

12月l2B：小松島市役所立江支所保管櫛測地区関係

資料調査

12月14日：櫛淵荘現地調査（水利関係聞き取り）

2月28日：櫛淵荘現地調査及び調査検討会（瓶部英

雄氏の報告「荘園調査の視角と方法」と討議）

－中世文書、『櫛湖町史』等既往刊行物による景観

復元のためのデータ収集

－荘園故地における古道・寺社・金石資料の確認、

関連事項の開き取り

－水利に関する資料収集及び開き取り

－古絵図、地籍図、都市計画図等地図情報の収集

(4）前山古墳群の調査

9年度は、平成8年2月に測量を行った前山古墳群

のうちのひとつを発掘する予定であったが、四国電力

の電線工事との関連で平成9～10年の聞は発掘は無理

ということがわかったので、発掘を延期して周辺の分

布調査を行うこととした。 10年度は発掘調査だけでな

く、分布調査も十分に行わなければならない。

・調査メンバ一

博物館：高島芳弘・魚島純一（考古）、結城孝典（普

及）、北候ゅう子（文化推進員）

館外調査者：天羽利夫（徳島県教育委員会文化財課

主幹）、北傑芳隆（徳島大学助教授）、奈賀哲人

（石井町教育委員会）
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呉信、検葉の関長について調査した。

③落書藩にかかわる美街作品の調査請究

藩に抱えられた絵師、工芸職人の作品について所

在調査を行。た。

間研究イ生機関との3調

上勝町教育委員会の依頼を受けて赤外線テレビカ

メラによる棟札の判読を行った。また、帯、島大学埋

蔵文化封謁査室、愛授県埋蔵文化貯調査センターな

どの依頼を受けて、出土文化前等のX線透過譲影に

よる構造調査、蛍光X謀分析による材質調査会どを

行った。

115告嚢〈歴史）

①f恵喜域に演する史料調査
「寵島の自然と歴史ガイドj

爵査研究事業16 

徳島竣についての検討を行、った。

②全密震の事前資料調査

事長究成果ヰ盈

(1）稽畠集立博物能額究報告第7

、B5手IJ124ページ、 l,と文書揮の相互連撰による

体制整備の意義や諸問題にワいて検討し、

の一環として、

その他の開き

．文書館による

クについて

の

のヒメシュモクパエ

p. 25-37. 

a 佐藤陽一也

. p. 39-67. 

－田島；正子＊。和田恵、次：吉野!ll

けるシオマネキとハタセンシオマネキ

p.b汐 79.

長谷川賢二：ケガレ

ぐって 。 p.101 111. 

：徳島県から出土した赤彩錦鐸ョ？と 113-121.

、ンヨ9

iの

をめ一呂の一環として、

まとめ

症武憲子（民俗）

①芋に関する習搭について

における山芋，里芋についての方名、

儀礼などの開き夜りデータをまとめ、

についての考察を行った。

また、南西諸島から四冨におけるカシュウ芋の利

についてのデータをまとめた

と共同）。

②寵島県内の河童伝承にういて

「水辺の生活と環境J
内にみられる河童伝承について

と開き取り調査を行い、分布留

大橋イ安雄（美術工芸）

①光悦蒔絵の研究 構記事

No.27, 

No. 28, p. 2-3. 

な昆虫ーシュモクパヱ.No.29ラp.2-3.

穆掛河}II諜議管理詰毘の河川整髄基金の酷或むよる共

開閉究： f流域の環議変化が河道内樹木の畏期的消
長iこ表iます彰饗に関する調査＠研究J（平成8～10
年震〉

重量笹山科学研究員主或金による共間関究：「湾出向埴生

ための基礎的研究ー鮒上の撞鞠群落の或立

と変化のメカニズムJ（平成9年安）
研究代表者：

欝窟立遼史提信博物舘共j司研究：

9～ 

スユニ

と狩野

になる子ヨ概と関連作品を調査し、

作者の伝承にかかわる史料を調査した。

②蒔絵師飯塚挑葉の研究

銀塚桃葉に関する史科を分析し、



ける

高知大学学

8月16日

;,. 

γコ

しj吻徳島新開

木内和美＊ .木村靖夫本－赤j事時之本 e 缶詰武智本－木下

葺＊＠真鋪邦男＊－片山泰雄ネ.／トJII誠・小松研一本

3）吉和佐町の植物棺．阿波学会・穂島県立

＇＊窓合学術調査報告ヲ自和佐町 j

会紀要43号），徳島県立図書揺： 53-

く地学＞

亀井節夫監修

紀伊国屋書店，

三枝春生不．

7J、

(7) : 56-65. 

17 調査顎究事業

：守生貫魚についての No . .30ラ p.2-3. 

.4Hポケットベデイア：化石J,
159pp. 

(1997. 6) アブリ

(1997. 8）「ラクダムシ類jおよび［ハナア

石井実 a 大谷鰯・常喜豊編「呂本動物大宮

II Jヲ平凡社：15; 132-134園
suz.ukii (Dipteraラ

analis insuお＇Tis担ymenoptera,

: 21-23. 

当語刊行物以外への掲載「印は館外の研究者）

＜動物＞

丈累賢二

ブ類J.
q' 

玄

captむ1・ed

Hanaabu 

141-152. 

クマの足跡a 足罫化石ニュース

collected 

ン

本
5

、
ン
ロ
u

r
iト
ー

Infiuencεof 

ofmo込ntainousfarm 

of the g号nus

recorded fro訟

'-Cι 

m ＂＇丹・estern

85♂0. 

の一冊；宮本常一著

9月19呂夕刊．

1 ）阿波国

庄武憲子

た日本人J.
庄武憲子

1月318



18 読査研究事業

注武憲子（1998.3) 

新聞3月78窮刊＠

く美需工芸〉

「ひな祭りの匂いふ詩書

タ同5月

奄同5.号58朝刊e

r, 

ヨ

ラフォーラム

T. Okabe＇＇＇品nd

for drawing fin号 Sc昌le

utilization of lmv没eri設i

balloon. 40 th An加 al

Association for 

Czεch 

ー間部建士＊

る樹木の分布の変化とそ

自アムd己リ品八品＼小口ドノ z

郡麻里＊，鎌田磨、人・同部鷺士＊ (1998. 3 ）吉野ill

中流の砂ナHにおけるアキグミとアカメヤナギの空間
分布と河状震霊．第45回日本生態学会大会（京都） • 

らない日本の景観生態学

第45酉宮本生意学会大会（京

「円
J
V 関f峯



19 

E 資料収集保存事業

資料の収集と保存は、博物館にとって最も基本的な

機能である。纏島の自然や歴史・文化に関する資料は

可能なかぎり網羅的に収集することはもちろん、それ

ぞれの分野でのテーマに応じ、比較資料として四国や

西日本の資料も収集していくことにしている。とくに

自然の各分野については、日本の地史や生物相の形成

に深い関係のある中国大陸や東南アジアをはじめ、海

外まで目をむけた収集も必要になるだろう。

資料の収集は、購入・寄贈・採集・交換など、様々

な方、法で行っている。最近では、県民からの資料の寄

贈も増えできている。資料の購入には美術品等取得基

金を当てている。

平成9年度は5名（人文2、自然3）の文化推進員・

臨時補助員の補助を得て、資料の整理作業を進めた。

1 .購入資料

．動物
r 

荒俣コレクション復刻シリーズ

九州・南西諸島産カミキリムシ科標本

日本産蝶類標本

東南アジア産蝶類標本

ヒレオトリパネアゲハ

中南米のタテハチョウ

小岩屋コレクション 大陸産蝶類標本

・地学

徳島県産鉱物

カリナンダイアモンド（複製）

先カンブリア紀化石

ヨーロッパ産中生代アンモナイト

第一瀬戸内累層群貝類化石

プロトケラトプス頭骨（複製）

・考古

袈裟響文銅鐸（舌付）復元品

．歴史

讃岐国名勝図会

金比羅参詣名所図会

金比羅参詣海陸記

淡路国名所図絵

三代実録

占
…
占
…
占
小
占
…
占
…
占
…

1

5

6

1

5

却

5点

3,153点

1,661点

1,106点

2点

298点

1,999点

3点

2点

2点

6点

152点

2点

続日本後紀

挨嚢紗

鹿添挨嚢齢、

延喜式

続日本紀

日本後紀

兵庫北関入船納帳（複製）

阿波田板野郡大代村詞家文書

蜂須賀家万字紋暖簾

おかげまうての日記

松平阿波守書状

若殿様御縁組御一巻

万石以上並交代寄合衆覚帳

蜂須賀家万字紋陣笠

徳川御三家紋万筒

隅立角紋矢筒

和弓

那賀郡横見村拝知帳

勝浦郡大原、浦日i成帳

高松藩行列絵巻

・民俗

藍染織品

・美術工芸

守住貫魚関係資料

左目紋簸

点

点

点

点

点

点

冊

点

点

冊

幅

冊

冊

点

点

点

点

冊

冊

巻

5

5

0

0

3

4

1

1

1

1

1

1

－
1

1

3

1

1

1

 

E

、
F
h
d

ヮ“
F
4
札

1
ムハ
U5
 

マB
4

36点

40，点

1点

2 .寄贈資料

・動物（脊椎動物）

伊予灘産魚類液浸標本 多数清水孝昭氏

チチブおよびミミズハゼ 9点近藤洋右氏

アユモドキほか魚類液浸標本 13点高橋弘明氏

キセキレイ 1点原 道一氏

パン l点東候秀徳、氏

ニホンザル頭骨 1点 国行利喜雄氏

ミソゴイほか 多数曽良寛武氏

テン・ヤマネほか 5点武内恵行氏

リス・ネズミ類 11点市原異一氏

ハクセキレイ I点原 道一氏

ムクドリ 1点吉成宏征氏
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1
i
n
pん－

1
i

2 

1 

2 

畿地学

中国産急化石迂

羽ノ浦町産アンモナイト

ムラヤマホタテ

オオヘピガイ

遠藤憲佑氏

高木竜一部兵

吉f田和人民

フラン

立江署

民

民

氏

子

典

征

士
一
一
主
宏

八巻

アンモナイト

2 

世界各地のとスイ

毒参考古

タコ壷

弐

弐

氏

羊
一
九
土
日
ナ
生

勝

詰

信

豆示氏

喜一民
主主主 Tマーコ一一主主 .,::¥ 

喜一氏

：喜一民

喜一氏

L

ト
ョ
iv

守
系
ー
は
い

竹

三

百

円

日
ロ一仁
C-1 I 

ヨ
ト→

日

目下

白下

B 

B 

Li_ q 

1 

1 

1 

3 

8点

：点

茂尚氏

C" pー
も
にJ

氏

氏

生

雄
官

泰

寺本

田

野

湖

内

見

山

下

真

田

矢

呈

片

木

1 

2 

ロジの巣

ヤリガレイ

ニホンジカ

アラスカ差点・ツネ事j製

キツネ

トラツグミ

ヒメトガリネズミ

タマタカ

アカハラ

ヒドテ 1）ガモほか

（無脊椎動物）

ドブガイ

カイエピ

クダ記

護暴動物

ヤマドリ

九ナ！？産ほ

キツネ

ニホンカモシカ

タロトガリザメ日

ナベヅ）し

力、

アカショウピ、ンIi

コチドワ卵ほ

イタチ

j産ほ

アオウミガメ

門市スタノ

ウニ A タイマイ

ウナ

ム

ノ1クピ、シン

タウナギ

ミソゴイほ

タウナ

ヒクイナおよ

クロサパフグ

ーゴイ

スナゴミム

審植物

さく

植物さ〈

さく

さく

さど

ど



・民俗

夷人形（初代天狗久作）

田臼・三穂鍬・唐鍬ほか

．美術工芸

渡辺広輝筆山水園ほか

3 .寄託資料

．考古

勢合出土袈裟棒丈銅鐸

ガラス製水注

東山出土備前査及び古銭

．歴史

犬神信仰関係資料

麻植郡川田山棟付帳

．民俗

人形（武智光秀）ほか

鬼人面

毘沙門面ほか

．美術工芸

l点、拡しげみ氏

17点住友正示氏

8点里見信生氏

1点西野武明氏

1点祖谷宝物館

1,607点藤枝勝義氏

3点緒方俊仁氏

9点住友正示氏

21点徳島パス株式会社

I点田中 合氏

6点中山嘉洗氏

吉成度亭筆阿波盆踊図 l点西野武明氏

渡辺広輝筆光格上皇行幸儀杖図ほか

2点楠 育治氏

金光明最勝王経の経軟 l点祖谷宝物館

中山勝哲筆猿張図ほか 2点

4.資料の貸し出し

．動物

漂着クジラ写真 4点

今原幸光氏（和歌山県立自然博物館）

タンガニーカ湖産ニシン科透明標本 l点

宮下雄博氏（東京水産大学）

ボラ科魚類液浸標本 20点

瀬能宏氏（神奈川県立生命の星・地球博物館）

トウヨシノボリ液浸標本 7点

高橋弘明氏（西日本科学技術研究所）

ナシフグ及びコモンフグ液浸標本 2点

横川浩治氏（香川県水産試験場）

ムリータアルマジロほか動物剥製 2点

茨城県自然博物館

・植物

南米産植物標本 32点 茨城県自然博物館

・地学

エデイアカラ動物群化石（レプリカ） 2点

資料収集保存事業 21

ラピス大歩危・石の博物館

エクサエロトドン頭蓋骨化石、l点、

茨城県自然博物館

マンモスの牙・アンモナイト 2点

那賀川町科学センター

アファール猿人足跡レプリカ 1点

松戸市立博物館

．考古

若杉山遺跡出土石臼1点・石杵1点

ラピス大歩危・石の博物館

三角縁銘帯（張是作）六神四獣鏡R〔複製） 1点

徳島市教育委員会

．歴史

全国水平社創立大会綱領・宣言（複製）ほか 2点

福山市人権平和資料館

徳島大空襲資料 81点 徳島県立徳島北高等学校

．民信

四代目巳之助人形頭ほか 4点恰美術館

藍レプリカ写真 1点新創社

三番受廻し テープ・ピデオテープ 4点

中内正子氏

「阿波の木偶」ピデオテープ 1点

松竹京都映画株式会社

・美術工芸

御座廻網船十五般御屋形廻外塗金具共仕様書ほか

4点徳島市立徳島域博物館

麿冠形兜ほか 2点名古屋城美術展開催委員会

5 .特筆すべき資料の受入と整理

．阿波国板野郡大代村岡家文書

阿波国板野郡大代村（現・鳴門市大津町大代）の庄

屋・同家旧蔵の文書を受け入れた。この資料は、江戸

時代から明治時代初期にかけて、同村で酒造業を営

み、さらに同村の村役人である庄屋役を務めた開家の

経済構造を示す資料で、計1,504点を数える。同家は

酒造業よりも広大な田畠の小作経営で経済基盤を構築

し、幕末には、徳島藩に500再を献金し、農民では最

高位である苗字帯万と士分格（郡付浪人）の待遇を与

えられた豪農である。当館が収蔵する資料の中で、こ

れだけまとまった近世文書は初めてである。資料の中

には、田畠を調査した「検地帳」や農民の人口などを

調査した「棟付帳」など、近世文書の中では史料的価

値の高いものが多数含まれていることから、徳島藩に

おける農民支配のあり方を研究するうえで基本的な資

料である。
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事博物舘資料収集委員会委員（常任委員〉

（c委員長、 O副委員長）
この資料は坂E銀しか作られていないので、早期に

本格的な整理と登録を行う予定である。

職〈専門分野）

ヨ本美帯刀剣j果存協会評議員

（美争fij工芸）

想島大学総合科学部助教授（生物）

議島大学総合科学部助教授（地学）

鳴門教育大学学校教育学部教授

（壁史）

誌島史学会会長

1Tu 
iス

エ
出
力

義

祐

啓

幸

憧

啓

臭

名

生野

石井

石田

0高橋

。湯浅

民

舘議室資料数

平成10年3月末ヨ現在の分野別収蔵資料数は下表の

とおり。

r:::: 
0 • 

ら得られるi育報：土、誤査研究にはもちろ
んのこと、展示や普及教育などの博物館活動全殻にわ

たるレベルアップをはかる上で不可欠である。

は、人文・自然史分野の専門書や学会誌の誌

を中心、とした地方史誌類や普及教育用図書も

ている。また、

も

重量購入盟書罷数

9フ136冊

事購入雑誌

自然史系（30タイトル）：生物科学、科学、日

イエンス、海洋と生物、月刊海洋、遺j去、プラン夕、

月初jむし、昆虫と自然、地学雑誌、月刊主主諌、インセ

クタリウム、 SCIAS,Americ長nJournal of Botar1，ら

収集き調

資料収集委員会

に店、じて博物館における購入資料につい

て審査する機関として、博物館資料収集委員会が設置

されている。本委員会はパ美箭品等取得基金による

美宇野品等の取得要領jの規定に従って、 200万円以上

について審査する。

委員は常住委員同名以内、

(3名以内）から構成されており、

とて特に必要がある

と特別委員2年〉

ア萄

、その都度委嘱され

る。

9年度は、 7月5B；こ第7@I委員会を間程し、 2

の人文資料の購入を詰r詩した。また、平成9年2月4

日に第8白委員会を関濯し、人丈資科：件・自

2 f牛の講入を諮問した。

Biology, Joum品lof 

6 

0 

245 

！レプリカ l模型模写！文
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彰

250 
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実

」口同
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J り6350 
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と372 ry円F
!Lり862 出多・_; 

4 日 n
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美術工芸
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Paleontology, Nature , Oikos , Paleobiology , Plant 

Systematics and Evolution, Science, Systematic Botany, 

The American Naturalist, Trends in Ecology and Evol. , 

Zoological Journal of Linnean Society 

人文系（34タイトル）：美術研究、美術史、悌教芸

術、地方史研究、地理、芸術新潮、芸能史研究、月刊

考古学ジャーナル、月刊文化財、月刊文化財発掘出土

情報、季刊考古学、考古学と自然科学、古文化財の科

学、古代文化、古代学研究、国華、古文書萌究、考古

学研究、考古学雑誌、九州考古学、民族学研究、日本

の美術、日本民俗学、日本歴史、日本史研究、歴史学

研究、歴史評論、歴史と地理、歴史地理学、史林、史

学雑誌、信濃、 Folklore,JournaLof American Folklore 

・当館刊行物の定期発送先（平成10年3月末現在）

博物館ニュース 1,595ケ所

博物館年報 432ケ所

研究報告 囲内 479ケ所

国外 210ケ所

展示解説 206ケ所

企画展図録自然 88ケ所

人文 184ケ所

9.資料データベースシステム

平成6年度末から現在のシステムでの運用が行われ

ている。 9年度は、システム改善として、パックアッ

プの高速化、安定化を図るためのパックアップ専用外

部ハードディスクおよび使用頻度の高いスキャナーの

購入、ソフトのパージョンアップなどが行われた。

( 1）システムの構成

・博物館のハード構成

・部門サーバ1台： ApplePower Macintosh 8100/80 （内

蔵ハードディスク 2G、48MRAM）およびQuaDrive

(230MOドライブ＋ lGハードディスク）

・業務用端末 6台： ApplePower Macintosh 7100斤O

（内蔵ハードディスク500M、32MRAM) そのう

ち、 3台にはQuaDrive(230MOドライブ＋ lGハー

ドディスク）が付属。

・業務用移動端末 2台： ApplePower Boo主540C（内

蔵ハードディスク320M、16MRAM)

・周辺装置

スキャナー l台： EPSON9000 ART （透過原稿ユ

ニット付き）

PolaScan （フィルムスキャナー） 1台

デジタルカメラ l台 など

資料収集保存事業 23

端末機は全てEthernet上につながり、 LANの配糠

は各研究室（研究室内は各学芸員の杭まで）・作業室・

収蔵庫まで行われているb収蔵庫内の作業にはPower

Book 540Cを利用することとし、デスクトップ型は設

置されていない。

・博物館独自のハード構成

現行システムでのハード構成は、基本的には前シス

テムのマシン台数と同じという制限があり、博物館で

は部門サーバを人文・自然各1台で分けて管理したい
という希望がかなえられなかったO そのため、博物館

では独自に備品として以下のものを追加し、博物館全

体のシステムを構成している。

・ワークグループサーバ 1台： AppleWorkgroup 

Server 9150 （内蔵ハードディスク 2G、48MRAM)

およびQuaDrive(230MOドライブ＋ lGハードディ

スク）

博物館では、これをデータサーバ機とすることに

し、システム側から配分された部門サーバ機をアプ

リケーションサーバ機として使用している。

・ Apple Power Macintosh 9600/300 1台（内蔵ハード

ディスク 4G十 2G、192MRAM)

・ 20インチディスプレイ

本機は作業スペースに置いて主に画｛象関係の作業

などに使用するため、 9年度に博物館独自のシステ

ムに追加した。

・ Apple Power Macintosh 9500/132 1台（内蔵ハード

ディスク 2G+2G、160MRAM)

・ 17インチディスプレイ

本機は、 7年度に博物館独自のシステムに追加し

たもので、作業スペースに置いてデータ登録や画像

関係の作業などに使用している。

．データベース用ソフト

図書館と博物館を除く 3館は、業務用データベース

の構築には4出Dimensionを用いることにしたが、博物館

では運用の柔軟性を考え、自然史はFileMakerPro. 3. 0 

を、人文はPanoramaIIを使い、各分野ごとに入出力

フォーマットを決めている。

(2）改善項目

．新規に購入されたパックアップ機器

－日本システムハウス EXB-820SA-WE 

・センチュリータト付ハードディスク 4GB 

これらの機器は、コンビューター作業室に設置したO

．新規に購入されたスキャナ一 一式

・ Apple Power Macintosh G 3 MT266 （内蔵ハードディス

ク6GB、96MRAM）および17インチディスプレイ

・ EPSON GT9500 ART 



Ether Net 

3 

資料校集保存事業24 

：ふ
ど

したcベースに

ごとの入力フォーマットを

る。入力されたデータは博物語データ

れる。データは、システム管理者

て毎ヨ深夜に一旦ハードディスタにコピーさ

いて 8rmnテープ；こパックアップされている。

ち拘

） 

？でハ

を行った。

として3年に：回、

を行うことにしてい

したので、次屈は：1年度に

おけ

ー／てに

システム

となっている。

る項日のテキストデータおよ

るためのブオル

10爵

U
4
C
 



IV 

普及教育事業、とくに普及行事は、

をめざし、蕗員が県民と産接対話できるよし

であり、力点をおいて翠り組んでいる。

平成9年夏i土、年嵩包囲の普及行事を実施した。博

あいだに定着してきており、

参加者も窓島市内とその近郊在住者から郡部へと

りつつあるが、広報の方法等を検討し、

をもっと増やしたいと考えている。

これ以上の増加はむずかしいと思

は、参加者の反；ちを十分把握しつつ、

ていかなければならない。

豊富体験学習

通じて、もの

当

7月27日（百）

5 B （日）

ミl}198（日）

2月1B （日）

」し

土器づくり①

くり

くり

シリー ハ〕

な などをめぐり

るシサーズとし

ら月18El （日）

8月208

9月7B （日）

11J=l2B (6) 

14 El （日）

2月22日（己）

かんさつ

け、

っている。

411208 

4月27日

5月EG

百）

（日）

日）

したO

>・ 
いきもの （4月

いきもの（ 5月

33入

つハ A
t...JVノ、

育 事

5月25ヨ〈百）

7月四日（土）

8月28 （土）

9月13呂（土）

9月21B （ヨ）

9月28日（ヨ）

26弓（ヨ1
11月168（臼）

2月：5自（ヨ）

3月22日｛日）

重量土曜講寵

i谷の地質晃学

夜の雑木林

水生昆虫のかんさつ

鳴く虫のかんさつ

さがし

河口のいきもの

秒、の植物と昆虫

冬の植物と昆虫

中央構造隷に治っ く

25 

26人

37人

80ノ九

53｝、

訂）＼

23A 

48ノ人

毎月第2土曜忌の午後2持から 1時間ほど、学芸員

自の研究テーマ周辺の話題について話をする講座

で、申し込み不要事定員先着50名で実施している。

4月12日（土） 変わる

5）号106

6 JH48 

7 /~ 12日

8Fl98 （土）

9月13日

116 

88 

13 8 （土）

1月10日（土）

2 J-J 14日（土）

3月；48

を言売む

漂着物が語る

幕末をかけぬけた男たち鋼

生きもののくらし
7ふづ＜， l 
'id、＇cふし〆

ボタニカルアート

はなし

メダ、カのはなし

いたち

はなし

43人

12A 

48人

詩人

22人



26 蓄1z教膏事業

霊童室内実習

主に実習室で汗う各種の観察・講習会。内容に忘と

て、実f本震識鏡、電子顕微鏡、蛍光x
レピカメラ等の機器も許吊し

いる。

「標本の名前を調べる会j

恒到の行事で、学芸員のほ

て実強した。単に名前を教える

う、いっしょに調べる姿勢で翠り

いる。参加者は年々減少傾向にある0

6A8日〈出 生物絵画大会

7月13El （日）

7月20臼（呂）

8月3日（El)

8月16日

8月178（司）

8月268

S月27日

9月14日（B) 

11月306（司）

12月1a （ヨ）
1月18B (El) 

2月86 （、日）

3月158（日）

霊童移動？毒物館（講鹿

9年度から始めた擢しである。博物露ま

かなか足を運べない人のために、学芸員

いって、議書の自然や歴史に関する話題や5」

していることについての話をする講座とし

9年r度；玄海南町教育委員会と

を海南文化館で開催した。

1国： 4月278（司）

①阿波の近世絵画酉壇をきさえ

C?:銅鐸のまつり

第2密； 5Ji25日（百〉

(D銅鐸をつくる

②聖地と

第3田： 6湾228（呂j
①県南の年中行事

参加者自人

参加者48人

＠百姓ー撲と海部郡浅JI!の民衆

4酉： 8月38 （日） 参加者43人

①漂着物が語る南の島からのメッセー

②県高の古墳文化

ヴ
I 

29／戸、

7人

詩人

Jト
νー一一－~ 

重量企菌農議運行事

企画展開糧中に、 シンポジウム、

および震示解説を行った。展示解説は当語学芸員が語

部となって実施したっ

事金高麗開示室の近世絵画一酉壇をささえた梅島絵諦

たち－J記念講i奏会 5足立日（B) 
会場； 21世紀館イベントホール

講師：松原茂氏（東京邑立博物館絵菌室長）

題：：諒信絵師と fお好みj
参加者：犯人

事企富展 r~司i患の近世絵富一彊壇をささえた諮毘絵諦
たち－J農示解説
第1呂： 4月29El (:)() 

2思： 5月5日（月）

参加者白人

場企霊童農f吉野JI！の畠祭jシンポジウム
: 21世紀舘イベントホール

：；水野イ言彦5

中村太土氏

芸員）

テーマ： JI！とノへの環境誌

審企麗震「吉野j討の自

7月21El （月）

「ネアンデルタ－

12 El （ヨ：

題：

参加者：

轟企富農 fネアン
19 a rn) 

その｛告の醤夏行事

争子どもの昌フェスティパル

子ども日に行う

と博物館友の会の共催

子どもたちを対象に

による

参加者：約250人

8月10ヨ（日）

記念講漢会



然科学系博物館における教育普及活動の実際と今誌

のあり方j

2月248 亀井節夫鴨島町立森出小学校で講演［む

かし森山にはプウとシカがいたj

2月26日 長谷JI!賢二語島県教育委員会文化財課課

内向和研｛！多で講演［差J.lUとケガレをめぐる諸問題」

27 普~教育事業

出j事等＠ラジオヘテレ議輔j葉遣、2 § 

れ受it？毒物語案審3盟

間

百

九

し

」

芸

ひ

時一
J
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で

J
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けい
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V

け

て
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す
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つ

が

行

を

行

者

発

を
童
、
を

希

1人

i土、さ月25～29日に実習生の受け

生は18人（男2入、女時人）で、

とおり

8 

6入

つ

とおりで、

した時間帯もある。

にあたり、資料Jの整理、調査な
ーナ争
• C J」 O

l 京都精華大

テレピセ

テレピセ

づくりj講

露外からの寵頼を受けて行った講諒派遣、テレピ命

ラジオへの出譲等を、月日・担当者ー内容

の）11震に記す（内容に依頼者が表現されている場合は依
頼者を省略） 0 これらも広義の普及教育活動につなが

るとの観点から、業務に支障のない罷り依頼を受け

ることにして～いるc

5月10ヨ 大議長雄 NHKテレピ fおはよう呂田j
よH1賓

7月198

ミア－

7 fl206 

川町ふるさと

8 }=i23 B 長谷川

之ア－

9 月日ヨー

フじ

3～5 
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全
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轡吉年産博物舘実習カリキュラム

戸；：恒行~ムよ詰津｝l…／26 （火）降
陣俗資料め整瑳i迂武｝ B j畏治実料の整理（庄武）
j「探料名前を調べる会J補助〈田辺） C j化石駄の整理（隅）
iイ日察本の整理｛湾角） I 
I '/27 c, 

一一 一

i：：：：昔話：~－）；；；二円：：：：：
ー一 一 一 一

I 民浴資料の整理｛痘武） 5・5 1古美術品の扱い方（穴橋） ・C I 

I 歴史資料の整理（長谷川） D 土色学資料の整理｛中尾）

／ート記入

全員

B・C 

む
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’む

をもっと理解しても

してもらう方法をさぐる

を対柔にアンケート調査

の

の

してもらうために、 f博物語見学ノートj
に配布したり、

揺してもらったりしたc 全蛮患の読に

かけて PR

しかし、

きない。そこで、

をより多く

？毒物語の広報活動ヰ箇

催し物案内ポスタ」＼

く配布することによ

月題行事案内につい

ニュースを；まとめ、

画畏ポスター等を定期的に

り、博物館活動を？哀している。

ては、察庁記者クラブを通乙て

タウン紙編集室などへも直送している。

っている。

主義内定期発送先

要にE言、じ

豊博物館ニュース、 らの依頼により、

ム
五吉年産初住者研穆講窪

8）ヲ22日（金）
：「博物館についてj
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ディスカッション：

をささえた

ち－jの事前公開について

行事物館子どもの日フェステイノりりの

について

4月306

jの関

の

について

について

ロビーの展示について

全E雪／畏「ネアンデJlノター
龍について

と

の

5月lB 

6月18ヨ
8月30El

7.号286

8月208

司ピスに

によって8月末 e 江

について

の

J
U

止
ム
J

ついて

5 . 

186 

2月136

2.号168



調査期間： 1月13日、（火）～1月318.（土）
調査対象：県内の小、・γ中・；高校.（55校）の全教員

アンゲート配布数：i,fl56枚
アンケート回収数： 1,461枚（74.7%) 

6.博物館友の会

徳溝県立博物舘友の会は、博物館活動を通じて広く

自然と文化に親しむとともに、会員相互の教養の向上

と親陸を図ることを目的とするJ会であるム博物館館内
に事務局を置いている。

・会員、（平成9年度末）
個人会員（年会費2,000円） 100人

家族会員｛年会費3,000円） 95組・ 395人

．役員、〈平成9年度）
会長：寺戸恒夫
副会長：亀井節夫（博物館長） ・近藤康男

幹、事：和田賢次，田淵武樹・石原惰・吉村博子

，真員宣光・徳山豊・森本康滋

監査：柏野寿一.JI]下浩子
．事業
①博物館出版物の増刷・頒布

博物館発行の企画展図録及び解説書の増刷・頒布

を行った。

②広報活動

9年度会員に対し、博物館ニュース、企画展チラ

シ、月間行事案内、年開催し物案内などを送付した。

また、友の会会報 fアワーミュージアムjNo.4～ 
6を発行し、会員に送付した。

③企画展説明会

企画展「阿波の近世絵画J、「吉野JIIの自然j及び
「ネアンデルタール人の復活jの開催にともない、

それぞれの期間中に会員を対象として説明会を行っ

た。

④野外活動等

会員を対象とした行事を 7回実施した。

0子どもの日フェステイパル（博物館と共催）

日時： 5月5日（月） 10時30分～15時

場所：博物館常設展示室

参加者：約250人

0総会及び淡路島研修会（貸切パス利用）
日時： 6月1日（日） 9時～17時

場所：兵庫県洲本市～津名郡北淡町

参加者： 58人

0野生生物の飼育方法
日時： 7月21日（月） 14時～16時

普友教育事業 ee

友の会「淡路島研修会」の参加者

場所：博物館実習室

参加者： 9人

0昔の農具をさわってみよう

日時： 8月24日（日） 10時～12時

場所：園瀬川河川敷

参加者： 7人

Oラピス大歩危見学及び周辺の地質見学（貸切バス
利用）

日時： 11月23日（日） 9時～17時

場所：三好郡山城町～美馬郡美馬町

参加者： 44人

0博物館友の会バザー
日時： 12月14日（臼） 13時～15時

場所：博物館実習室

参加者：44人

O博物館の裏側見学
日時： 1月11日（日） 14時～15時30分

場所：博物館各室

参加者： 11入

⑤友の会シンボルマークの作成

友の会の連帯意識を高めるため、シンボルマーク

を制定した。会員から募った案の中から選定し、下

図のマークとなった。
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のリーフレットとして

ニュースとともに発送するほか、

いて来館者に告自にとってもらったり、

に配布したりしている。
』
判
d
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案

げ

室
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口

宥
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関
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る

普

同

月

事

醤護教曹関藻出壊物

霊童博物語ニュー

長室の広報誌で、内容は、学芸員の研究の一議を

Clubに館蔑品詔介、野外博物館、

震案内、j害報ボックス、レファレンス Q＆入、
事の案内と記録などから構成されている。

嘱集は博物舘ニュース担当者がMacintoshを使って

っているc丈章やページ割り付け、イラストなどは

電子化してファイルで部崩業者に渡す。現在のところ

B5判、 8ページ（全ページカラー）で印崩している。

吉年度には次の4号を発行した。

轡No.27 . (1997年 7月lB発行） 6,000部

Cultur巴Club

ア窃

28 

CulturξClub 

全国農

ツグス

と呂

や遺物の

て決めるのですか？

3月25ヨ発行） 6, 

についての資料

鳴丹市竜宮の践

海はむすぷ一人とモノの交流史

豊北可立土井ヶ浜遺跡人類学ミュー

アム

レアァレンス

議No.30 

Culture Club 

企富農

レブ 7 レンス母＆A 博物館に展示しである動物の

剥製標本はどうやって集めるのですか？

よスター（B2判）

重量そ

重量博物舘濯し鞠宴内

1年間の普及行事予定を
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「徳島県立博物館と学校教育との連携に関するアンケート」調査結果

01.徳島県立博物舘を利用（展示の見学・行事の参加・問い合わせ等）したことがありますか。

ある

小学校計 301 

中学校計 348、

高等学校計 388.と
1口,._ 計 103] 

ない

57 

JG() 

l 、 199

416 

無回答

1 

2 

5 

8 

無回答
1% 

ある

71% 

Q 2.徳島県立博物館では，次のような出版物を出しています。それぞれについて知っていますか。

( 1 ）博物館二ユース

知っている 令知らない 無回答

小学校計 190 169 

中学校計 203 304 

高等学校計 197 392 
」口主、 計 590. 865 

( 2 ）催し物案内（毎月 1回発行）
知っている 知らない 無回答

小学校計 180 178 

中学校計 208 301 

高等学校計 223 366 

点ロ』 言十 611 845 

。
3 

3 

6 

3 

5 

知らない
60% 

知らない

58% 

無回答

。%

無回答

。%

知ってい
る

40% 

知ってい
る

42% 



警設教育事業32 

ない盤機麟 i 

I 穐盤解 ｜ 
' ' 

a
i

し
戸

司

／

b

デ

る

関

知

無毘答

むお

ーIIli－－lll一

知っている 知らない 繁密答

小学校計 154 205 」中学校計 180 327 

高等学校計 392 3 

ノEユコ、 5十； 924 6 

( 3 ）年間穫し物案内

－

E
Q
M
 

iν

一75

f勺
一
円
／
』

、b

一

ト
一
知
一

一
つ
山
町
「
§

／
一

1
3
『

3
J

学一一
u
－

i

晃
一
つ

錯
戸
出

物一博一
A
吋
一

紫自答

知ってい
守

'@ 

50% 

実ヨらない

49今ら
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Q 3.徳島県立博物館では，；欠のそれぞれの場合，常設展の観覧料が無料になることを知って

いますか。

( 1 ）教育活動に基づく学習活動（遠足・クラブ活動等）として利用した生徒と教員の場合。

知っているρ 知らない 無田答

小学校計 245 114 。
中学校計 197 311 2 

高等学校計 153 436 3 

ぷ口b、 計 5~5 861 5 

( 2 ）祝日の場合（すべての入館者）。

知っている 知らない 無回答

小学校計 64 295 。
中学校計 62 447 

高等学校計 76 514 2 

＇！：色3' 計 202 1256 3 

知らない

59% 

知らない

86% 

無回答
。%＇

無回答

。%

( 3 ）第2・第4土曜日（長期休業中を除く）の小・中・高校生の場合。
知っている

小学校計 88 

中学校計 100 

高等学校計 48 

£口』 計 236 

知らない 無回答

270 

408 

541 

1219 

2 

3 

6 
知らない

84% 

無回答

。%

知ってい

る
41% 

知ってい
る

知ってい

る
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ます。えっQ4ョ教審課程の中で稽島粟立博物鰭を利，弔するとしたら司；支むよう

それぞれについてお考えをお関かせください。

や講座〈実蓄等〉をする。》

祭毘答

3% 

希望があ

る

35% 

いって講義（お話｝

と答えた方にお関きしますっ具体的にどんな講義｛お話〉や議連｛実習等）；を望みますがc
cァー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一
；璽3甥・殖幸男..EE'±l ..芯：穏 化b・ i包｝雲・草志望努.Cf央精道線’ヱド主主毘E主 人類誕生＝地球の歴史狙天文害事についてo

i郷土（］）遼受 昔の主主；蓄や道異議事室茎吉墳 n 縫文ョ弥生草寺1-¥':0)選議等 阿波の伝統工芸回発綴調査

11徳島察内の遺跡ー文化財等。言文書撃の読み方や利用の仕方噂戦争体毒素

i環境問題と今後の対策について。
！学芸員の仕事内容G 教科書書以外fJ)生きた教材。

i者童数標本の作ワ：すc土器づくりー右器づく号 火おこし
れゴんな議療が出きるのか知りたい。一覧表があれば選ばせてもらいたい。

希望があ

る

27'!< 

無自答

3ヲも

する。

9

なが

I

M
吊

昭
三

L
A
U

経

7

（芝希望があると答えた方にお開きします。具体的にどんな資料を錯し出して！まし

沖電文＝弥生時代の埋蔵事露。銅鐸。化石。察本（縫物 混虫鉱物）。蓋の道具。河波の怒統工芸品。

！ビデオ 銀内で放映している物）。図書。パネル。

i恐竜の資料環境問題についての資料。
f意島，U当然 歴史こ演する孝治。徳島祭内にある重要文化財i之言署する資料8 戦争についての資料a
同年目問題乙関する資料。教科書に関連のある物。

出代の遺跡こ慢する資料。

lとんな資料力友るのかわからない。黛出できる資料〈学校にない物〉のリストがほしい。
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無田署5
2% 

希望があ

る

43% 希望がな

55% 

「
i
l
l－－

M
一

拍

誌

も

一

勤

る

官

て

一

希

；

L

i

i

！

を
一
三
…
…
…
…
…
襲
撃
総
辞

持
品
一
。
…
…
信
機
騒
騒

L
E
Z
J

一一口一。
J
P
i
a
a惑
裁
繍
掛
翻
総
轄
掴
絡
線
接
語
縛
務
格
蟻
器
お
聾
議
誼

設
一
無

3

議
欝
欝
翻
欝
欝
饗

解
一
議
欝
盤
欝
欝
欝
騨
欝
欝
鱗
喝

員

一

語

議

醸

欝

線

鶴

韓

議

官

宅

晶

子

一

た

る

一

望

し

刊

す

一

希

用
「

1
1
1
I
l
l－
－

i
l
i
l
l
i
l
i－
－

i
！
l
i
l－
－

－

使耕
一
答
九
叫
目

指
一
昌
一
一

て
一
範
山
一
一

関
「
l
M
i
引
刊
訟

を
一
純
一
詑
一
利

器
互
利

一四一節回ー

直一…

1
2一一
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( 3 ）需島粟立博物鎮の裏部見学の実籍者自己実晃られない研究室や殺意薄や保管庫等の晃学》

｛ ！希望があるj希望がい j籍回答 I 「－
小学校計 j 1571 194i al I 
中学校計； 却91 2aaJ ,21 I 
高等学校計j 268 I 3むaj 1 s I i 
合計 j 問 7911 36i i 

ると答えた方iこお聞きします。異体的！こどんな時！Z:利用したいですか。

i遠定等で手ij,Eちするだけで精一杯である。利用したい気持ちはあるのだが言葉擦問題として無理である。
1ど人な施設があるのか3 どんなことが可能なのかわからない。総会学習が給まったら初潟したい。
i長鶏休業百を利用｛して 3 課題を持ち 3 生徒独告で行かせるようにするしかないのでは。
j史学後ff,話し合しやその主要でまとめができるよう部屋をかりたいの

i企画展での震示解説をお霧1いしたい。
i石器づ〈り ：たおこし しブワカづくり害事。授業！こ関連がある渓示があるときo
i着の道真等を体験したLc 

して 3 期持することや改善して！ましいことが( 5 ) 

9 円、もお聞かせください。

IP Rのお去を考えてほしい。年開催し物案内 議建案内を各家庭ー教員全員！こ配本してほしい。

！遠足践の展示解説の希望。今後も続けてほしい。展示の方法や表示をわかりやすくしてほしい3

i教議員立対しての講習会 E 研修会等も考えてほしい。 （毎年定期的iこ実絡してはどうか）

i場所＝駐翠場 交遂の愛等の問題がある。数量事告さ警ももっと博物館のことを：理解する必要があるo
j触れたり体験できる物を請やしてほしい。援示更新を希望。定期的i之展示替えを。

j企窪悪霊3ヲ充実CJI・中学生でも興味がもてるような企蓮i震の務経を。年京年始の隠舘を希望。
｛主主って自分の研究だ？をする学芸員でなく， activeな学芸員であってほしい。

i学芸異の議員 3 移動j震等¢潤縫を期待します。常iこ無料であればいいと忍いますの
i震示資料やi設窓資料の一覧表b完うれるとうれしい。大きな催し（全罰的なもの）を克れるようど0
1等教館資料を李jF号〕た授業 ζつ ての研究会を実施してほしい。 （活用例があればよい）
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V 管理運営

1 .紐織・職員

( 1) 組織図（平成10年5月1日現在J
... 

「庶務係
総務課4 （事務職員2)
(14) I （臨時補助員 1)

館長「一副館長
(1) I (1) 

: ト副館長
: I (1) 

」普及係
（事務職員 2)
（文化推進員 1)
（受付案内員8)

: 」主幹 自然課（学芸員5、文化推進
(8) 員2、臨時補助員 1)

人文課（学芸員6、文化推進
(8) 員1、臨時補助員 1)

博物館協議会

(2) 職員名簿（平成10年5月1日現在）

館 長亀井節夫

副館長日下武久

副館長関角芳郎

主 幹（総務課長兼務）米益麻夫

＜総務課＞

総務課長（庶務係長兼務）米益麻夫

主 査山口都志江

普及係長木津正憲

主 事結城孝典

文化推進員須賀尚子

臨時補助員大島永美子

受付案内員美烏恵子

川中 恵

浅川真理子

藤原真理子

大西寿美

辻内恵子

多智花紀子

地福京子

＜自然課＞

自然課長大原賢二（動物）

主任学芸員佐藤陽一（ク）

今 小川｜ 誠（植物）

今 田辺 力（動物）

学芸員中尾賢一（地学）

文化推進員岩佐春香
。 小林千恵

臨時補助員漬田康代

＜人文課＞

人文課長山川浩賓（歴史）

主任学芸員高島芳弘（考古）

ク 大橋俊雄（美術工芸）

学芸員魚島純一（考古・保存科学）
，〉 長谷川賢二（歴史）
，， 庄武憲子（民俗）

文化推進員北保ゅうこ

臨時補助員 高本）I慎子

(3）人事異動（平成10年4月1日付、カッコ内は前職）

退職：鎌田磨人（主任学芸員）

3月315付け退職、割愛で徳島大学工学部へ

昇格：大原 賢二・自然課長（主任学芸員）

。：大橋俊雄・主任学芸員（学芸員）

(4）平成9年度非常勤・臨時職員

・館長（非常勤特別職）

亀井節夫（平成4.4. 1～ ） 

・文化推進員（非常勤特別職）

赤田瑞江（平成7.4. 1～10. 3 .31) 

岩佐春香（平成8.4. 1～ ） 

北候ゅうこ（平成8.4. 1～ ） 

須賀尚子（平成9.4. 1～ ） 

．臨時補助員

和泉恵子（平成9.4. 1～10. 3 .31) 

武市和恵（平成9.4. 1～10. 3. 31) 

坂東登紀子（平成9.4. 1～10. 3. 31) 

・受付案内員（非常勤特別職）

砂山亜紀（平成7.4. 1～10. 3. 31) 

富士谷美香（平成7.10. 1～9. 7 .18) 

川中由佳（平成7.10. 1～10. 3. 31) 
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豊島平戒告年護薄物語費（2月現計予算額〉 （単位：千円）

一！ー！謁平資一1
1 82什i三可oo1 
2,0田［ 4,439 l 

I 7,693 1 5沼 1

I 192 i 1so I 

I sη ； 125 

」J空三J 55 

~ 

140 240 

：ラ041
らヲ396

2,200 

1,386 

*47, 098 

3,427 

4,386 

2,694 

341 

2,468 

計
一
弘
一
泊
一
回
一
組
一
均
一
日
一
泊
一
お
一
時
一
日
一
位

額一

J
一ぷ一－一
J

一n
J

’一

J
一J
一J
一9

－A
つ
け
一
つ
山

塞
一
泣
一

6
一1
i

一
日
一
部
一
日
7
h
u

日一

6
一一助

手
w百

一
誠
一
金
一
費

一
一
一
按
慎

蒋
一
報
一
貫
一
報

i 需弔費
i 支務費
委託料

「百五
し矯品費

告トJ計
を含む。＊のうちに

/:;r 
イご1F手r、4

7 .10. 1～ j 

8 .10也 1～ 9.4. 30) 

9. 4. 1～10. 3. 

9. 4. 1～）  

9.生，：－－

9. 5. 1～10. 3. 31) 

9. 7 .26～）  

三宝：＼
ロム.j

を上表に( 2月

2 . 

円
万

円ノ
h

H

C
3

ず

3窪

ムi~；ム干

紙
. ' 

日白川釆百
珪
弔
問
宰
皆保財

授

沼
市
大

臣
同
罰
則
【

寵
間
一

’天、
j

一
エ
ナ
一

7
f
J

恒

長

一

良

一

恵

会

一

一

千

一
戸
副
一
回
一
村

寺

（

一

野

一

高

吉年産第2

日時：

場：博

：①諮問事項について

②平成9

③そのr位

10: 30～13: 30 

について

き設置されている0

9年度は協議会を 2由開寵した。

母9年産第 1!El博物髄協議会

己時：平成ヲ年8月58

会場：博物館講座室

：①平成8年度決算及ぴ事業報告について

－ 9年震予算及び事業計画について
③展不更新事業について

11: 00～15: 00 

について

⑤その他
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ヰ盟盟窮地震博物語協議会嘉び自立主薄
物舘協会盟菌支部

罰地豆博物露協議会及びヨ本博物語協会呂田支部

i土、西国地区の博物舘及び担当施設の連絡・協議組織

で、現在86宣言（冨〉が加盟している。西国地区の会長

（支部長〉を担当する揺が2年ずつ持ち留りで幹事館

をつとめることになっており、平成8・ 9年度の2年

謂は愛媛県県立美橋詰が幹事をつとめることになうて

いるc

平成9年震の役員会及びf総会は次のとおり松山で開

催された。

E時：平成9年8月4ヨ〈木）～各自（金）

会場：にぎた

議事：①平成8年震事業報告並びに決算報告につい

'-

について

び事業計雷について

5 ，纏島翠？毒物愛霊協議会

副会長

理

理事

理

事自和佐う

鳴門市ドイツ

毒事平成9年度事業

の組織ョ職員と

ストの作成

アンケート調査を行い、回収し

めて加盟館冨に配布した。

②役員会の開催

。日時： 5月14B (1J<.) 13 : 00～15: 00 

亀井

コ永田 武

仁木 正

福原健生

大平明宏

栗林建二部

奥田

主な

を取りまと

議事：総会について

0 B持： 11月268ゆえ） 14 : 30～16: 00 

場所：諒高県立博物館店、護室

議事：諒島薄物館マップについて

③稔会の関鑑

日時： 6月178（ゴ0 13: 30～16: 00 
：捷島県立博物語講座室

議事： 8年度事業報告なら

監査報告について

9年度役員について

9年宣事業計画ならびに予算案について

密島博物館マップについて

を石刻彦会の開鑑

ヨ持： 3月12B （木） 13 : 30～16: 00 

：穣島県立博物館講産室

：講i寅f博物館運営とボランテイアの話j
：諾j司博熊氏（uccコーと
ップの作成

を広く紹介するため、

ツプjを｛乞戒することになり、

マップ作成誰進委員と事務局を

めてきたc

i土、

について

博

、

邑
問
、
い
J

J

V

一

穂「l

。

、

と

、

た

し

〉

こ

ル

め
J

：

、

i

ょ
に
ノ
＼
一
T
ノ
奴
力

つ
い
ー
か
け
い

己認 員＠非常勤

J1 
ノ

吉年8月～10年5月）

8年2月～）

員会委員

3月j

～10年3月）

（平成9年4月～10年3月）

県多賀町文化施設建設準嶺委員会委員

（平成9年4月～10年3月）

三重県センタ一博物館〈仮称）資料評価委員

ヲ年4月～10年3月）

三重県センタ一博物錯（仮称）

ム、
ヱミ



（平成9年4月～10年3月）

三重県大型化石発掘調査団顧問

（平成8年9月～10年3月）
熊本県立博物舘基本計画委員会委員

（平成8年4月～11年3月）

長野県野尻湖発掘調査団顧問（平成6年～ ） 

長野県北御牧村ステゴドン発掘調査団顧問

（平成6年～ ） 

国際第四紀学術連合（INQUA）アジア・太平洋層

序委員会委員（1966～ ） 

MODE悶 GEOLOGY編集委員（1985～ ） 

大谷大学文学部非常勤講師（平成9年4月～10年3月）

日下武久

徳島市立徳島城博物館協議会委員

（平成9.4. 1～10. 3 .31) 

両角芳郎

徳島大学総合科学部非常勤講師

（平成9.4. 1～10. 3 .31) 

山川浩賓

松茂町歴史民俗資料館協議会委員

（平成9.4. 1～11. 3. 31) 

大原賢二

徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会

昆虫類分科会委員（平成8年4月～10年度）
佐藤陽一

徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会

委員・淡水魚類分科会座長（平成8年4月～12年度）

徳島県土木部河川課「水辺の楽校プロジェクトJ検
討会委員（平成9年度）

徳島県土木部建設管理室「公共工事環境配慮指針策

定ワーキンググループjメンバー（平成9年度）

小川誠

徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会

維管束植物分科会委員（平成8年4月～12年度）

田辺力

徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会

委員・その他の無脊椎動物分科会座長

（平成8年4月～12年度）

長谷川賢二

徳島県同和問題啓発をすすめる会専門委員

（平成9.4. 1～10. 3. 31) 

徳島県同和地区民俗文化史調査委員

（平成9.5. 1～10. 3 .31) 

四園地区大学放送講産担当講師及び徳島大学大学開

放実践センター放送公開講座専門委員

（平成9.4 .25～平成11.3. 31) 

日本山岳修験学会評議員（平成9. 11. 9～） 
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魚島純一

四国大学非常勤講師（平成9.4. 1～9 .10.10) 

国立歴史民俗博物館共同研究員

（平成9.5. 1～10. 3 .31) 

7 .外務省長期青年招聴事業に伴う研
修生の受け入れ

平成9年度外務省長期青年招聴事業で招聴された研

修生を受け入れた。

この事業は、外務省がアジア地域の旧社会主義諸国

より将来を担う青年文化人を長期間（約9ヶ月間）叩我

が国へ招轄し、それぞれの関心に応じた文化的分野に

おける研修及び我が国事情の理解の基礎となる日本語

の習得、各種視察、青年との交流等を通じ幅広くわが

国事情を見聞させるというものである。

平成9年度は、モンゴル、ベトナム、ラオス、カン

ボジア、中国、ミャンマーの6ヶ国から計13名が招聴

された。被招聴者は、平成9年7月28日に来日し、約

3ヶ月間の日本語研修、視察等を行った後、それぞれ

の研修先での専門研修を受けた。当館では、外務省か

らの依頼を受け、博物館における保存科学、博物館の

管理及び企画に関する研修を希望したミャンマーから

の研修生I名を受け入れた。

研修生：ミ・ミ・テェ・ヌェ（お偲四百置TNWE)

さん（ミャンマ一連邦ヤンゴン国立博物館職員）

受入期間：平成9年10月20日～平成10年3月13日
当館の研修担当者：魚島純一（保存科学担当）

研修内容：ミ・ミさんは10月20日徳島に到着。主と

して県立博物館において博物館の管理及び企画と

資料の保存に関する研修を行った。また、その問、

県外博物館の視察（関東・関西方面各1回）、国

立民族学博物館での資料保存に関する実習（31日

間）も行った。 3月13日徳島を離れた。

8 .雲南との交流

平成8年度に、中国雲南省政府から徳島県（県立博

物館）に雲南各地の岩石・鉱物標本の寄贈を受けたの

を機に、両者の交流の足がかりができた。

9年度には、雲南省博物館長の招待を受け、 8月25

日～9月1日の問、亀井館長・日下副館長が雲南省博

物館をはじめ、雲南省地質研究所、大理白（ベ）族自

治州博物館、麗江東巴（ドンパ）文化博物館、元謀博

物館と猿人化石発掘地、緑豊恐竜博物館及び化石発掘
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現場などを訪問し、

見明市博物館？。

との交流を行った。また、

されてしミる鳥語龍蔵薄土の雲1寄省

を訪ねたc

9 . 
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5 .22 
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6. 6 
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6.27 

8.6 

8企22

8 .26 

9 .11 

10. 2 
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1L 6 

1L 11 

11. 12 

11.26 

12. 3 

1.23 

1.27 

ワ.6

2 .19 

2 .25 

3.4 

3. 5 

3 .20 

3 .24 

諜察等？毒物鐘欝藻莱訪者

2 

8 

治手E民ほか：

国華読大学考古学資料蕗学芸員青木豊、

軍司王手室主主ほか1名

,::c 
Uーし

東京国立博物館学芸部加藤寛、ドイツバイエ

ルンチi'l文化財保護局ミフャエル。キューレン

タイル博士ほか2名



可

9年度常設屋及び企画畏誤覧者数、年度別累計

とおり。

事平成9年震常設震観草者数

41 

討

（単位：入）
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．常設展観賞者数（平成2～9年度）

ロ無料観覧者

固有料観覧者
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3年2月

4年3河

8年4月
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勢重宝士豊富覆

審建築面積

2ヨ



事構造規模

事設

4階省塔屋：培・地下：陪

ヨ建設計 0 ＼補環境建築研究所 共同企業体

事路

建議 大成建設旬ブジタ工業‘不動建設＠ ＠興組

電気 回国電気工業 e 近畿電気工事共同企業体

空調一一一東洋熱工業・三機工業・ナミレイ 共詞企業体

管一一一一一一朝自工業社・

エレベータ一一一（拘束芝

ブアニチ

ース 耕三井

震 万言

施設の概要 45 
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3 .博物館各室面積

室 名 面積m' 室 名 面積m' 室 名 面積m'

企画展示室 325 総合展示室 1,252 エレベーターホール 45 

河上準備室 46 ラプラタ記念ホール 210 特別収蔵庫 37 
地学収蔵庫 186 部門展示室（人文） 251 特別収蔵庫 2 37 
考古収蔵庫 361 部門展示室（自然） 250 馴化室 35 
一時保管庫 89 休憩室 21 歴史民俗収蔵庫 357 
倉 庫 135 休憩コーナー 39 生物収蔵庫 380 
冷凍室 19 展示ロビー 407 その他共用部分※ 151 
石工室 41 エレベーターホ｝ル 20 

言十 1,042 
保存処理室 1 70 廊 下 65 

その他共用部分※ 771 その他共用部分※ 442 

計 2,043 言十 2,957 

室名 面積ぱ

暗室

倉庫

倉庫

エレベーターホール

湯沸室

講座室

実習室

実習・講座準備室

レファレンスルーム

館長室

応接室

事務室

研究室（自然史）

生物標本作成室

飼育室

研究室（人丈）

地学考古史俗作業室

分析室 l

分析室 2

X線撮影室

保存処理室 2 

薬品庫

資料鑑定室

生物液浸収蔵庫

電子顕微鏡室

書庫
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資料室 I 20 

書類保管庫 I 35 

その他共用部分※｜ 468 

小計 I2,052 

博物館占用スペース

※は荷解場、廊下、便所、空調

機械室など共用部分の、美術

館および21世紀館との案分面
積。

lF 
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理

［抜粋］文化蕗設条関森総合会

2年3月268

9年3月288
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務

j薄物宣言の運営に演し舘長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見

iを述べること。

事掌所

（壬舘の各協議会の月号掌事務は省略〉

名称

協議会

の

物

協議会

三工智、高

2 協議会；土、委員

3 （省略）

4 委員の託期l立、 2年とする。ただし、補欠の委員の任期l土、前在者の残任期開とする0

5 委員i土、再任されることができる。

ち 前各項に定めるもののほか、協議会の組議及び運営に関し豆、要な事項、は、教育委員会規則で定める。

〈教育委員会規出への委任）

第S条 この条例に定めるもののほ

で組識するつ

文化施設の管理に関し必要な事項は、教育委員会規期で定める。

田技画

額

金

金

位X
7
 

＆／一一

4条関係）別表第1

日体国A イ麗

知事がその都度

定める額

蓄量纏畠鼻立博物舘審理窺劉

簿、島県教育委員会規期第9号

語、島県教育委員会規則第7号

2年3月31日

平成8年3月29日改正

る。し必要な事項を定めるものと（以下「博物館jという。）の管理には、

日）

第2条博物館の休館日は、次に掲げるとおりとする。

月濯日 ただしその巴が毘毘の祝5に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日〈以下「休日」

という。）に当たるときは、その後においてその日に最も近い休日でないヨ

(2) 12月288から翌年の 1月4ヨまでの自

2 徳島県立博物館長（以下「藷長Jという。） I土、特
し、又は問項に規定する休鎧日に開館すること

たときは、前項の規定にかかわらず、

時間を変更すること

び、この規

までとする。

にかかわらず、問項に規定する

（平成2i土、



じめ、語長の承認、を受

前並びに館長が別に定める科用者心得その地の規律を守らなければならないc

｛入宣言の禁止等）

5条 館長i土、次の各号のいずjしかに該当するときは、入舘を禁止し、又は退館を命ずることができるつ

(1) 泥酔者及び伝染性の疾病にかかっていると認められる者

(2）前条の規定に違反し、又はそのおそれがある者

（資料の特別利扇）

第ち条学帝そのf患の呂的のため
けなければならない。

（諸国）

第 7条 この規則に定めるもののほ

例規5む

をしようとする者は、あら

に関レ豆、要な事項i土、館長が定める。

審議島罷立博物麓協議会親期

7条第6壊の規定に

し必要な事項を定めるものと

口
甘
v

A品三

（平成2

戸品議会jという。）

語島県教育委委員平成2年3月31日

＼

／

込

A
U

旨

条

づ
ー

基

仕
事
川

制定

る。

（会長及び副会長〉

2条協議会に、会長及び副会長1人を置く。

2 会長及び副会長：立、委員の互選によって定める0

3 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたとき辻、そ を代理する。

、聞くことができない。

ときは、

は、会長が招集する。

委員の半数以上の

出馬した委員の過半数、で決し、

第3

2 協議会の会議i土、

3 協議会の議事；土、

（雑到〉

；事4条こ

るところによる。

る。てコな事項i立、るもののほか、

重量纏島巽教膏委員会行政組議親離

4号
寸口
l 7-コ「

3月31日

3月288

制定

最近設正

置い征

章

3
ぴ

1
4
2
3
第

及

第

第

第

称

条

名

出

ri＼
皆

財

に該当する条項のみの抜粋］

平成合

という。）島県立博物館により設置さ

こ掲げるとおりとする。

置

八万町向寺山
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（内部組識等）

第25条博物館に総務課、自然課及び人文課を置き、総務課に庶務係及び普及係を置く。

2 前項の課及び係の分担事務は、館長が定める。

（業務）

第26条博物館の業務は、次の各号に掲げるとおりとする。

(1）考古、歴史、民俗、美術工芸、動物、植物及び地学に関する実物、標本、模型、文献、写真その他の資料（以

下「博物館資料Jという。）を収集し、保管し、及び展示すること。
(2）博物館資料に関する調査研究を行うこと。

(3）博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。

(4) その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること。

第6節 職及び職務［博物館に該当する条項のみの抜粋］

（所長等の職務）

第32条 教育センター、情報処理教育センタ一、少年自然の家及び埋文総合センターの所長、文書館、 21世紀館及

び中央武道館の館長並びに県民運動場の場長は、上司の命を受け当該教育機関の事務をつかさどり、所属職員を

指揮監督する。

（次長等）

第33条 上司の命を受け、教育機関の長を補佐させるため、次の表の上欄に掲げる職を問表の相当下欄に掲げる教

育機関に置く。

高リ

職

館 長

教 育

図書館、博物館、美術館、文書館、 21世紀館

機 関

（教育センターその他の次長は省略〕

2 教育機関の長に事故があるとき、又は教育機関の長が欠けたときは、当該機関に属する次長又は副館長が、そ

の職務を代行する。

（主幹等）

第34条前条に規定する職のほか、教育機関に、次の表の上欄に掲げる職のうち必要な職を置き、その職務は、そ

れぞれ同表の相当下欄に掲げるとおりとする。

職 職 務

主 幹 上司の命を受け、当該教育機関の事務に関し特に命ぜられた事項を処理する。

課 長 上司の命を受け、課の事務を処理する。

主 査 上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする事務又は技術に従事する。

専門学芸員
上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

係 長 上司の命を受け、係の事務を処理する。

事務主任 上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする事務に従事する。

主任学芸員
上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

主 事 上司の命を受け、事務に従事する。

：主子主主． 三士 員 上司の命を受け、博物館又は美術館の専門的事務に従事する。コ民

（司書、技師その他の博物館に置いていない職は省略）
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を担当する課又は教育機関辻、 にま号げるとおりとする。

名 私l 置

警警籍暴露立博物舘観覧料jJ義免要鱗

制 定平成2

最近改正平成8

審議島

2号

制定平成3年12月lr1 

（趣

］条 この要綱は、

という。）

当する者辻、

を受けるものとする。

要鱗

2年徳島県教育委員 9 

という。）

る。

く

る

イ己

出

2号〉により る

6条

ざト

三毛
C、



例規 53

徳島県立博物館が所蔵する博物館資料（以下「資料jという。）の特別利用について必要な事項を定めるものと

する。

（定義）

第2条資料の特別利用とは、学術その他の研究及び展示、又は出版物掲載等のため、資料を特別に閲覧、模写、

複写、複製、撮影しようとする場合、あるいは資料の貸出を受けようとする場合をいう。

（手続）

第3条 資料の特別利用をしようとする者は、あらかじめ徳島県立博物館長（以下「館長」という。）に資料特別

利用申請書（様式第1号）を提出し、資料特別利用許可書（様式第2号）の交付を受けなければならない。

2 資料の特別利用のうち、資料の館外貸出を受けようとする者は、貸出を受けようとする日の30目前までに、特

別利用申請書を提出するものとする。

3 館長は、資料の館外貸出をする際、借受者から資料借用書（様式第3号）を提出させるものとする。

（許可基準等）

第4条 資料の特別利用ができる場合は、学術その他の研究及び教育又は文化に関する事業の用に供することを目

的とするときに限るものとし、次の各号のいずれかに該当するときは許可しないものとする。

(1）特別利用によって、資料の保存に悪影響を及ぼす恐れがあるとき。

(2）特別利用によって、博物館の業務に支障をきたす恐れがあるとき。

(3) 寄託資料の特別利用をしようとする場合で、寄託者の同意を得ていないとき。

(4) その他、館長が不適当と認めるとき。

2 資料の館外貸出を受けることができる者は、次のとおりとする。ただし、貸出期間は原則として45日以内とす

る。

(1) 国立の博物館、博物館法に定める博物館及び博物館に相当する施設

(2）社会教育法に定める公民館

(3) 国立の図書館及び図書館法に定める図書館

(4）学校教育法に定める学校

(5) その他、館長が適当と認める者

（条件）

第5条 資料の特別利用を許可された者は、特別利用に際し次の各号を遵守しなければならない。

(1）資料特別利用申請書に記載した目的以外に資料を利用しないこと。

(2）係員の指示に従って資料を取り扱うこと。

(3）資料の借受及び返納に当たっては、係員立ち会いのもとで、資料の確認、点検を行うこと。

(4）特別利用に伴って必要となる経費は、特別利用する者が負担すること。

（損害賠償）

第6条 資料の特別利用を受けた者が、資料を損傷又は亡失したときは、速やかに館長に届け出てその指示すると

ころに従い、これを原状に復し、又はその損害を賠償しなければならない。

様式第l号～第3号（省略）

．徳島県立博物館資料寄託取扱要綱

制定平成3年12月1日

（趣旨）

第1条 この要綱は、徳島県立博物館管理規則（平成2年徳島県教育委員会規則第9号）第7条の規定に基づき、

博物館資料（以下「資料」という。）の寄託に関する取扱について必要な事項を定めるものとする。

（手続）

第2条徳島県立博物館に資料を寄託しようとする者（以下「寄託者jという。）は、あらかじめ徳島県立博物館



日制捜

長（以下「館長jという。jに資料寄託申請書（様式第1号）を

を受けなければならない。

2 藷長i土、資料の寄託を受けたときは、寄託者に資料受託書（様式第3号）を交付するものとする。

3 寄託者に寄託資料を返還するときは、資料受託書と引き替えに行うものとする。

（許可基準）

第3条館長は、

とする。

(1) 

¥2) 

(3) 

( 4) その1車、

（寄託期

4条

2 寄託者が、

なければならない。

,3 寄託者が、

出なけ

4 寄託者；立、

5 館長；土、

を希望する

し、資料寄託許可証｛様式第2 の

$言青があったときは、 に該当する っし〉¥( ーミ

しくはそ る資料

される

5年とするc

においてヲiき続き しようとする て第2主ン による を

るとき 返還を希望する日の30日 まで に中し

／
も
＼ をしようと

に基づく手続を

（経費等）

第8条

ワ

3 

るものとするc

して行うものとする。

吋

' ’hコ じて千子うものとする。

1号～第3

もの
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